
ウイリアムズ・ホンダFW11B（1987年）
コンストラクターズ・チャンピオンシップ2年連続、ドライバーズ・チャンピオンシップ初獲得。（全16戦参戦　優勝9回）

■ホンダRA122E/B（1992年）
前年（1991）に引き続き、マクラーレン・チームにV12エンジンを供給したが、このRA122E/Bエンジンは性能向上を目的に

1991年秋から大幅な設計変更を行なった。そのためシーズン当初は、初期的な問題点で悩まされる結果となった。

（中略）最終的には、エンジンとして高回転、高出力の目標は充分に達成され、活動中断の区切りをつけるのに、悔いのない

エンジンとなった。

（園田俊也・乙部　豊・巽　孝之）



本書刊行にあたって

　本書は 1993 年 4 月 22 日にグランプリ出版から初版が発行された『技術
への熱き挑戦　実録ホンダＦ 1プロジェクトチーム』を底本としています。
2024 年は、ホンダが 1964 年に国際レース最高峰の F１グランプリに参戦
してから 60 周年を迎えるにあたり、長く品切れになっていた本書をグラン
プリ出版の山田国光社長と相談し、著者である桂木洋二氏にもご了解をい
ただき、三樹書房版として再編集して刊行することにいたしました。
　編集にあたっては、タイトルを『ホンダF1プロジェクトチーム―第 2期
3.5 リッターエンジンの時代を中心として』に改題し、本田技研工業の広報
部を経由し、HRCを紹介していただき、当時の公式写真を提供していただ
くことになりました。ご提供いただいた写真類は今回新設したカラー口絵
とカバーなどに掲載しています。
　カラー口絵に収録した歴代のホンダ RAエンジンや F１ドライバーなど
の写真解説や巻末に追加収録した戦績（リザルト）などは、当時の公式資
料を使用することで史料性を高めています。
　本体の本文部分に関しては、著作権や肖像権などに配慮して、レイアウ
トなどには手を加えず初版のままとしておりますが、今回の編集作業にお
いて文字の誤植などに関しては修正を加えています。

三樹書房 編集担当 小林謙一

※巻頭のカラー口絵１ページ目に収録されている写真解説
マクラーレン・ホンダMP4/7（アイルトン・セナ　1992 年 5月　モナコGP　優勝）
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中嶋　悟
国籍：日本
1953年2月23日生まれ

[プロフィール]
中嶋悟のドライビングセンスは誰もが認めるところで
ある。ティレル時代のDr.ポズルスウェイト（フェラーリ）
も、世界のトップクラスの素晴らしいセンスを持ってい
ると絶賛していた。
彼は、周囲に対し常に気配りを怠らない。これは、中嶋
悟が誰からも愛される理由の一つで、ロータスでもティ
レルでも皆から好かれていた。

（和光研究所　境野三知夫）

ゲルハルト・ベルガー（Gerhard Berger）※左の人物

国籍： AUSTRIA
1959年8月27日生まれ

[プロフィール]

とにかくデカイ。体も心もデカイ、スポーツマンであるF-1ド

ライバーとしての自分と、一個人としてのプライベートな自

分をきっちり分け持っている。仕事中は仕事に集中して目

標を持ってガンガンテストやレースをこなす、仕事を離れ

た瞬間、気の良いお兄ちゃんに一気に変身する。

ドライビングは攻擊的であるが、非常に研究熱心で、ドラ

イブチャートやエンジン、 シャーシのデータを詳細に検討

して自らの走りの参考にしていた。

（和光研究所　田辺豊治）

出典：『HONDA R&D Technical Review F-1特集号』（1993年）本田技術研究所発行・他
写真提供：HRC
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　本
書
を
読
ん
で
い
た
だ
く
前
に
、第
2
期
ま
で
の
ホ
ン
ダ
F
1
に
関
し
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

1
9
5
2
年
に
自
転
車
用
補
助
エ
ン
ジ
ン「
カ
ブ
号
」を
量
産
す
る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ホ
ン
ダ
は
、そ
の
後
、2
輪
車
事
業
に
よ
り
急
速

に
業
績
を
上
げ
、1
9
5
9
年
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
欧
州
の
ツ
ー
リ
ス
ト・ト
ロ
フ
ィ（
T
T
）レ
ー
ス
に
参
戦
、1
9
6
1
年
に
は

1
2
5
cc
と
2
5
0
cc
の
2
ク
ラ
ス
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
た
。1
9
6
3
年
に
は
4
輪
事
業
に
も
参
入
し
、小
型
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
S
5
0
0
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
T
3
6
0
を
発
売
す
る
。当
時
は
国
内
最
後
発
の
4
輪
メ
ー
カ
ー
と
し
て
歩
み
だ
し
た
ば
か
り
で
、4
輪

で
の
実
績
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ホ
ン
ダ
で
あ
っ
た
が
、2
輪
レ
ー
ス
で
の
高
い
技
術
力
を
背
景
に
、4
輪
の
最
高
峰
の
レ
ー
ス
と
称
さ
れ
た

F
1
グ
ラ
ン
プ
リ（
G
P
）参
戦
を
決
意
す
る
。

【
第
1
期
】1
9
6
4
年
8
月
2
日
、1
台
の
ホ
ン
ダ
製
F
1
マ
シ
ン
R
A
2
7
1
が
ド
イ
ツ
G
P
の
ス
タ
ー
ティ
ン
グ・グ
リ
ッ
ド
に
並
び
、ロ

ニ
ー・バッ
ク
ナ
ム
に
よ
り
初
参
戦
を
果
た
し
た
。そ
し
て
F
1
G
P
参
戦
か
ら
2
年
目
と
な
る
1
9
6
5
年
の
最
終
戦
の
メ
キ
シ
コ
G
P
で

は
、ホ
ン
ダ
は
リ
ッ
チ
ー・ギ
ン
サ
ー
に
よ
り
F
1
で
初
め
て
の
優
勝
を
獲
得
し
た
。1
9
6
6
年
か
ら
レ
ギ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
に
よ
っ
て
、

エ
ン
ジ
ン
排
気
量
は
1・5
リ
ッ
タ
ー
か
ら
3・0
リ
ッ
タ
ー
と
な
り
、1
9
6
7
年
か
ら
ジ
ョ
ン・サ
ー
ティ
ー
ス
が
加
入
。こ
の
年
の
イ
タ
リ
ア

G
P
で
は
完
成
し
た
ば
か
り
の
R
A
3
0
0
を
駆
っ
た
ジ
ョ
ン・サ
ー
ティ
ー
ス
に
よ
っ
て
、ホ
ン
ダ
は
F
1
で
の
2
勝
目
を
挙
げ
た
。そ
の
後

ホ
ン
ダ
は
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
排
出
ガ
ス
問
題
に
対
応
す
る
低
公
害
エ
ン
ジ
ン
開
発
や
、本
格
的
な
乗
用
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地
歩

を
固
め
る
た
め
、1
9
6
8
年
シ
ー
ズ
ン
で
F
1
G
P
参
戦
の
休
止
を
決
め
て
い
る
。

【
第
2
期
】休
止
し
て
い
た
F
1
の
レ
ー
ス
活
動
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、ホ
ン
ダ
は
1
9
8
0
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
F
2
へ
の
エ
ン
ジ
ン
供
給
か

ら
始
め
た
。そ
の
さ
な
か
に
F
1
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
を
進
め
、1
9
8
3
年
7
月
に
F
2
で
も
エ
ン
ジ
ン
を
提
供
し
て
い
た
、ス
ピ
リ
ッ
ト・レ

ー
シ
ン
グ
が
制
作
し
た
F
1
シ
ャ
シ
ー
に
ホ
ン
ダ
製
の
F
1
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、ホ
ン
ダ
は
F
1
G
P
に
復
帰
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。復

帰
後
初
の
レ
ー
ス
は
リ
タ
イ
ア
と
な
っ
た
が
、最
終
戦
で
は
名
門
チ
ー
ム
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
も
F
1
エ
ン
ジ
ン
を
供
給
、ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ケ

ケ・ロ
ズ
ベル
グ
が
5
位
に
入
賞
。翌
1
9
8
4
年
7
月
に
は
、ダ
ラ
ス
G
P
で
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ・ホ
ン
ダ
の
ケ
ケ・ロ
ズ
ベル
グ
が
見
事
優
勝
し
た
。

　継
続
し
て
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
チ
ー
ム
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
1
9
8
5
年
は
、シ
ー
ズ
ン
途
中
に
新
エ
ン
ジ
ン
を
投
入
し
て
か
ら
4
勝
。さ
ら
な

る
勝
利
を
積
み
重
ね
る
べ
く
臨
ん
だ
1
9
8
6
年
、ウ
イ
リ
ア
ム
ズ・ホ
ン
ダ
は
、16
戦
中
9
勝
す
る
強
さ
で
、ホ
ン
ダ
と
し
て
初
め
て
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。以
後
、1
9
9
1
年
ま
で
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
を
6
年
連
続
で
獲
得
。

1
9
8
8
年
に
は
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
が
全
16
戦
中
15
勝
と
い
う
圧
倒
的
な
成
績
を
残
し
て
い
る
。こ
の
間
、ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
で

も
1
9
8
7
年
の
ネ
ル
ソ
ン・ピ
ケ（
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ・ホ
ン
ダ
）、1
9
8
8
年
の
ア
イ
ル
ト
ン・セ
ナ（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
）、タ
ー
ボ
が
禁
止

さ
れ
3・5
リ
ッ
タ
ー
の
自
然
吸
気
エ
ン
ジ
ン
に
変
わ
っ
た
1
9
8
9
年
で
は
ア
ラ
ン・プ
ロ
ス
ト（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
）、1
9
9
0
年
と

1
9
9
1
年
の
ア
イ
ル
ト
ン・セ
ナ（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
）が
、ホ
ン
ダ
製
の
F
1
エ
ン
ジ
ン
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
。

　そ
し
て
参
戦
か
ら
10
年
目
と
な
る
1
9
9
2
年
９
月
の
イ
タ
リ
ア
G
P
の
際
に
、通
算
70
勝
目
を
挙
げ
た
ホ
ン
ダ
は
F
1
G
P
の
活
動

を
休
止
す
る
こ
と
を
発
表
。1
9
8
3
年
の
参
戦
か
ら
撤
退
す
る
1
9
9
2
年
ま
で
に
1・5
リ
ッ
タ
ー・Ⅴ
6
タ
ー
ボ
の
R
A
1
6
3
E
、

R
A
1
6
5
E
、R
A
1
6
8
E
、 

3・5
リ
ッ
タ
ー
の
V
10
自
然
吸
気
の
R
A
1
0
9
E
、R
A
1
0
0
E
、 

R
A
1
0
1
E
、3・5
リ

ッ
タ
ー
の
V
12
自
然
吸
気
の
R
A
1
2
1
E
な
ど
様
々
な
F
1
エ
ン
ジ
ン
を
開
発・投
入
し
て
い
る
。最
終
年
度
に
は
さ
ら
に
性
能
を
向
上

さ
せ
た
R
A
1
2
2
E
／
Ｂ
に
よ
り
、ゲ
ル
ハ
ル
ト・ベ
ル
ガ
ー（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
）が
第
２
期
に
お
け
る
69
勝
目
と
な
る
勝
利
を
勝
ち

取
り
、第
１
期
か
ら
通
算
で
71
勝
と
い
う
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
て
第
2
期
の
活
動
を
終
了
し
た
。

　本
書
は
、F
1
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
1
9
8
9
年
か
ら
自
然
吸
気
3・5
リ
ッ
タ
ー
に
一
本
化
さ
れ
た
時
代
に
お
け
る
、ホ
ン
ダ
F
1
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
技
術
的
な
挑
戦
を
中
心
と
し
て
、そ
の
関
係
者
の
証
言
や
残
さ
れ
た
資
料
を
基
に
し
て
描
い
た
技
術
開
発
史
で

あ
り
、レ
ー
ス
結
果
な
ど
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の
苦
闘
を
描
い
た
ド
キ
ュメ
ン
ト
で
あ
る
。

参
考
資
料
：
ホ
ン
ダ
F
1
の
歴
史
1
9
6
4
|
2
0
2
4

　H
R
C
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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く
前
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期
ま
で
の
ホ
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ダ
F
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に
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て
振
り
返
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て
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た
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と
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う
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1
9
5
2
年
に
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転
車
用
補
助
エ
ン
ジ
ン「
カ
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号
」を
量
産
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る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ホ
ン
ダ
は
、そ
の
後
、2
輪
車
事
業
に
よ
り
急
速

に
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を
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5
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ら
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ト
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に
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欧
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の
ツ
ー
リ
ス
ト・ト
ロ
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ィ（
T
T
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ス
に
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、1
9
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年
に
は
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2
5
cc
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2
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cc
の
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ク
ラ
ス
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
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を
勝
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た
。1
9
6
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年
に
は
4
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事
業
に
も
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型
ス
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カ
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S
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0
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と
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の
T
3
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す
る
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は
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内
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後
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4
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と
し
て
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し
た
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か
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で
、4
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で
の
実
績
が
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と
ん
ど
な
か
っ
た
ホ
ン
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で
あ
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が
、2
輪
レ
ー
ス
で
の
高
い
技
術
力
を
背
景
に
、4
輪
の
最
高
峰
の
レ
ー
ス
と
称
さ
れ
た

F
1
グ
ラ
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プ
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G
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）参
戦
を
決
意
す
る
。

【
第
1
期
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9
6
4
年
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月
2
日
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台
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ホ
ン
ダ
製
F
1
マ
シ
ン
R
A
2
7
1
が
ド
イ
ツ
G
P
の
ス
タ
ー
ティ
ン
グ・グ
リ
ッ
ド
に
並
び
、ロ

ニ
ー・バッ
ク
ナ
ム
に
よ
り
初
参
戦
を
果
た
し
た
。そ
し
て
F
1
G
P
参
戦
か
ら
2
年
目
と
な
る
1
9
6
5
年
の
最
終
戦
の
メ
キ
シ
コ
G
P
で

は
、ホ
ン
ダ
は
リ
ッ
チ
ー・ギ
ン
サ
ー
に
よ
り
F
1
で
初
め
て
の
優
勝
を
獲
得
し
た
。1
9
6
6
年
か
ら
レ
ギ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
の
変
更
に
よ
っ
て
、

エ
ン
ジ
ン
排
気
量
は
1・5
リ
ッ
タ
ー
か
ら
3・0
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ッ
タ
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と
な
り
、1
9
6
7
年
か
ら
ジ
ョ
ン・サ
ー
ティ
ー
ス
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加
入
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の
年
の
イ
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リ
ア

G
P
で
は
完
成
し
た
ば
か
り
の
R
A
3
0
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っ
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ジ
ョ
ン・サ
ー
ティ
ー
ス
に
よ
っ
て
、ホ
ン
ダ
は
F
1
で
の
2
勝
目
を
挙
げ
た
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の
後

ホ
ン
ダ
は
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
排
出
ガ
ス
問
題
に
対
応
す
る
低
公
害
エ
ン
ジ
ン
開
発
や
、本
格
的
な
乗
用
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地
歩

を
固
め
る
た
め
、1
9
6
8
年
シ
ー
ズ
ン
で
F
1
G
P
参
戦
の
休
止
を
決
め
て
い
る
。

【
第
2
期
】休
止
し
て
い
た
F
1
の
レ
ー
ス
活
動
を
再
開
す
る
に
あ
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り
、ホ
ン
ダ
は
1
9
8
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年
の
ヨ
ー
ロ
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F
2
へ
の
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ン
ジ
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供
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か

ら
始
め
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F
1
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ジ
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の
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進
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、1
9
8
3
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7
月
に
F
2
で
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エ
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ジ
ン
を
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し
て
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た
、ス
ピ
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ッ
ト・レ

ー
シ
ン
グ
が
制
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し
た
F
1
シ
ャ
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ー
に
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の
F
1
エ
ン
ジ
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搭
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ダ
は
F
1
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に
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し
た
の
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あ
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後
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レ
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リ
タ
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た
が
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で
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チ
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の
ウ
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エ
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、ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ケ

ケ・ロ
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ケ・ロ
ズ
ベル
グ
が
見
事
優
勝
し
た
。
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て
ウ
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だ
1
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年
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ー
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す
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績
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間
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イ
ト
ル
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も
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9
8
7
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ソ
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ウ
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ズ・ホ
ン
ダ
）、1
9
8
8
年
の
ア
イ
ル
ト
ン・セ
ナ（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
）、タ
ー
ボ
が
禁
止

さ
れ
3・5
リ
ッ
タ
ー
の
自
然
吸
気
エ
ン
ジ
ン
に
変
わ
っ
た
1
9
8
9
年
で
は
ア
ラ
ン・プ
ロ
ス
ト（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
）、1
9
9
0
年
と

1
9
9
1
年
の
ア
イ
ル
ト
ン・セ
ナ（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
）が
、ホ
ン
ダ
製
の
F
1
エ
ン
ジ
ン
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
。

　そ
し
て
参
戦
か
ら
10
年
目
と
な
る
1
9
9
2
年
９
月
の
イ
タ
リ
ア
G
P
の
際
に
、通
算
70
勝
目
を
挙
げ
た
ホ
ン
ダ
は
F
1
G
P
の
活
動

を
休
止
す
る
こ
と
を
発
表
。1
9
8
3
年
の
参
戦
か
ら
撤
退
す
る
1
9
9
2
年
ま
で
に
1・5
リ
ッ
タ
ー・Ⅴ
6
タ
ー
ボ
の
R
A
1
6
3
E
、

R
A
1
6
5
E
、R
A
1
6
8
E
、 

3・5
リ
ッ
タ
ー
の
V
10
自
然
吸
気
の
R
A
1
0
9
E
、R
A
1
0
0
E
、 

R
A
1
0
1
E
、3・5
リ

ッ
タ
ー
の
V
12
自
然
吸
気
の
R
A
1
2
1
E
な
ど
様
々
な
F
1
エ
ン
ジ
ン
を
開
発・投
入
し
て
い
る
。最
終
年
度
に
は
さ
ら
に
性
能
を
向
上

さ
せ
た
R
A
1
2
2
E
／
Ｂ
に
よ
り
、ゲ
ル
ハ
ル
ト・ベ
ル
ガ
ー（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン・ホ
ン
ダ
）が
第
２
期
に
お
け
る
69
勝
目
と
な
る
勝
利
を
勝
ち

取
り
、第
１
期
か
ら
通
算
で
71
勝
と
い
う
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
て
第
2
期
の
活
動
を
終
了
し
た
。

　本
書
は
、F
1
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
1
9
8
9
年
か
ら
自
然
吸
気
3・5
リ
ッ
タ
ー
に
一
本
化
さ
れ
た
時
代
に
お
け
る
、ホ
ン
ダ
F
1
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
技
術
的
な
挑
戦
を
中
心
と
し
て
、そ
の
関
係
者
の
証
言
や
残
さ
れ
た
資
料
を
基
に
し
て
描
い
た
技
術
開
発
史
で

あ
り
、レ
ー
ス
結
果
な
ど
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の
苦
闘
を
描
い
た
ド
キ
ュメ
ン
ト
で
あ
る
。

参
考
資
料
：
ホ
ン
ダ
F
1
の
歴
史
1
9
6
4
|
2
0
2
4

　H
R
C
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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■シャシー諸元表■
車体型式 ウイリアムズ FW11B ロータス 99T マクラーレン MP4/4
車体構造/材質 モノコック/カーボンファイバー モノコック/カーボンファイバー モノコック/CFRP
全長×全幅×全高（mm） ― ― 4,470×2,130×995
ホイールベース（mm） 2,790 2,750 2,876
トレッド 前/後（mm） 1,800/1,630 1,800/1,660 1,824/1,670

サスペンション形式　　　　前
ダブルウイッシュボーン/
プッシュロッド

ダブルウイッシュボーン/
プルロッド式 電子制御
アクティブサスペンション方式

上：Aアーム
下：Aアーム/プルロッド式
　　インボードスプリング

　　　　　　　　　　　　　後
上：Aアーム
下：Aアーム/プッシュロッド式
　　インボードスプリング

タイヤサイズ 前/後 12-13/16-13 11.5-13/16.0-13 11.00-13/16.30-13
ブレーキ形式 ディスクブレーキ ディスクブレーキ ディスクブレーキ
燃料タンク容量（L） ― 195 150
クラッチ形式 乾式多板 乾式多板 トリプルプレート（AP）

トランスミッション形式
6速縦置き
トランスミッション

縦置き
トランスミッション

マクラーレン
縦置きトランスミッション

トランスミッション ギヤ数 前進：6 速　後退：1速 前進：6速　後退：1速 前進：6 速　後退：1 速
車体重量（kg） 540 540 540

車体型式 ロータス 100T マクラーレン MP4/5 マクラーレン MP4/5B
車体構造/材質 モノコック/カーボンファイバー モノコック/CFRP モノコック/CFRP
全長×全幅×全高（mm） ― 4,490×2,130×995 4,535×2,130×995
ホイールベース（mm） 2,775 2,896 2,940
トレッド 前/後（mm） 1,800/1,650 1,824/1,670 1,824/1,670

サスペンション形式　　　　前
ダブルウイッシュボーン/
プッシュロッド式
インボードスプリング

上：Aアーム
下：Aアーム/プルロッド式
　　インボードスプリング

上：Aアーム
下：Aアーム/プルロッド式
　　インボードスプリング

　　　　　　　　　　　　　後
上：Aアーム
下：Aアーム/プッシュロッド式
　　インボードスプリング

上：Aアーム
下：Aアーム/プッシュロッド式
　　インボードスプリング

タイヤサイズ 前/後 11.5-13/16.3-13 11.00-13/16.30-13 11.00-13/16.30-13
ブレーキ形式 ディスクブレーキ ディスクブレーキ ディスクブレーキ
燃料タンク容量（L） ― 212 218
クラッチ形式 乾式多板（AP） トリプルプレート トリプルプレート

トランスミッション形式
ロータス
6速トランスミッション

横置きトランスミッション
マクラーレン
横置きトランスミッション

トランスミッション ギヤ数 前進：6速　後退：1速 前進：6速　後退：1速 前進：6速　後退：1速
車体重量（kg） 540 500 500

車体型式 ティレル 020 マクラーレン MP4/6 マクラーレン MP4/7
車体構造/材質 モノコック/CFRP モノコック/CFRP モノコック/CFRP
全長×全幅×全高（mm） 4,450×2,150×1,000 4,595×2,130×995 4,495×2,130×995
ホイールベース（mm） 2,930 2,974 2,974
トレッド 前/後（mm） 1,800 1,824/1,670 1,824/1,670

サスペンション形式　　　　前
ダブルウイッシュボーン/
プッシュロッド式
モノダンパー 上：Aアーム

下：Aアーム/プッシュロッド式
　　インボードスプリング

上：Aアーム 
下：Aアーム/プッシュロッド式
　　インボードスプリング

　　　　　　　　　　　　　後
ダブルウイッシュボーン/
プッシュロッド式
横置きアンチロールバー

タイヤサイズ 前/後 12.00-13/17.00-13 11.00-13/16.30-13 11.00-13/16.30-13
ブレーキ形式 ディスクブレーキ ディスクブレーキ ディスクブレーキ
燃料タンク容量（L） 240 224 242
クラッチ形式 トリプルプレート トリプルプレート トリプルプレート

トランスミッション形式
ティレル 
横置きトランスミッション

（マグネシウムケースギヤボックス）

マクラーレン
横置きトランスミッション

マクラーレン
横置きトランスミッション
セミオートマチック

トランスミッション ギヤ数 前進：6速　後退：1速 前進：6速　後退：1速 前進：6速　後退：1速
車体重量（kg） 505 505 505
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